
移行計画:
バリューチェーン全体の脱炭素化と循環型経済モデル



ミッションは、脱炭素社会へのスムースな移行を促進すること

400+ 
experts and consultants

5 
supporting clients 
across 5 continents 

20
years of experience in 
sustainability consultancy
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What we do
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ネットゼロへの移行
計画策定とその実践

私たちは、企業、金融機関、公共部
門組織に対してネットゼロへの移行
についてアドバイスを提供し、フッ
トプリントやリスク分析から目標設
定、戦略、資金調達、実装に至るま
で、ネットゼロに向けたジャーニー
の各ステップをサポート。

製品カーボンフット
プリントの認証ラベ
リング

当社のラベルは、製品またはブラン
ドが製品のGHG排出量を削減したか、

または他の製品よりもフットプリン
トが少ないことを証明し、よりサス
テナブルな購買実現の選択肢が広が
る。

市場の変革を促進

私たちは、野心的な炭素削減目標を
達成するための政策、ビジネスモデ
ル、大規模プロジェクトの設計、実
施、評価を支援する。



脱炭素化計画と循環型経済
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Aleyn Smith-Gillespie, Director, Carbon Trust



開示要件が拡大する一方で...
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インサイトは、次のことに役立つ。

…これを価値創造し、インパクトのあるものにすることが重要

ネットゼロへのレジリエンス
の構築

新たな戦略的道を開く 経済全体の脱炭素化を実現

Carbon Disclosure 
Project

International 
Sustainability 

Standards Board

Corporate 
Sustainability 

Reporting Directive

FCA & BEIS Climate-
related Financial 

Disclosures 
Regulation



何故、ネットゼロに向けてロードマップ作成が求められるか？

AdvocacyTraceability
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気候変動対策における
リーダーシップ確立

イノベーションを誘発

レギュレーション対応 投資家対応

ロードマップ作成により、企業は
ネットゼロ移行計画に対する規制
に適確に対応できる。

投資家に脱炭素社会への移行におい
て堅実な移行計画があることを示す。

ロードマップを作成することで、
社内のイノベーションを促し、広
範なビジネスモデル革新をモデル
化できる。

ターゲットロードマップは、顧客、
投資家、サプライヤーに対して気
候変動対策のリーダーシップを確
立し、自信に満ちた外部コミュニ
ケーションの支えとなる。



移行計画タスクフォース(TPT)の開示フレームワークとツールキット
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Source: https://transitiontaskforce.net/wp-content/uploads/2022/11/TPT-Disclosure-Framework.pdf 

Barriers and Enablers

ブリーフィング

スコアカード

ガバナンスコンパス

Barriers and Enablers

チャプターゼロツールキット

https://transitiontaskforce.net/wp-content/uploads/2022/11/TPT-Disclosure-Framework.pdf
https://chapterzero.org.uk/implement-the-transition/transition-planning-foundations/tp-barriers-and-enablers/?_gl=1*1oqdftu*_up*MQ..*_ga*NTg5OTg1NjI0LjE3MTQxNDQ3NjY.*_ga_DX3R5BFEBZ*MTcxNDE0NDc2NS4xLjAuMTcxNDE0NDc2NS4wLjAuMA..
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ベースライン
排出量

排出増加

制御不能な削減

製品デザイン
変更とイノ
ベーション

サプライ
チェーンでの

改善

ダウンスト
リームでの削
減取り組み

何もしない場
合の結果

シナリオ
結果

Science-
based target

例

脱炭素化戦略で、現在のビジネス状態から、Science Based 
Target達成に向けての明確な道筋を立てる。
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制御可能
• 制御可能なレバーは、企業が実装できる
脱炭素化のレバーであり、現在企業が利
用できるか、将来利用可能になると予測
される。

• 例としては、循環型ビジネスモデルの実
施や、再生可能エネルギーの使用を増や
すためのサプライヤーとの協力などがあ
る。

制御不能
• 制御不能なレバーとは、企業の制御の及
ばないが、その活動の炭素強度に影響を
与える、より広範な社会経済的変化。

• 例としては、グリッドの脱炭素化、セク
ターの脱炭素化につながる技術開発など
がある。

何もしない結果

目標と結果
の比較

制御不能
な削減

制御可能

制御可能および制御不可能な脱炭素化の方策（レバー）を用いた
詳細なシナリオをベースにした削減モデルを構築。
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ネットゼロシナリオにおけるカーボンプライシングの緩和例リスク軽減の可能性を考慮に入れることで、
脱炭素化のためのより完全なビジネスケース
を作成することができる。

• 脱炭素化のロードマップと、主要なリスクに対
する気候リスク分析を組み合わせる。

• これは、通常通りのビジネスのコストと脱炭素
化のコストを比較するために使用できる。

1つ以上の気候シナリオで回避された重要性を
定量化する

ネットゼロ
シナリオの
下での炭素
コストは
ロードマッ
プを通じて
軽減

BAUシナリオ

の下での炭素
コストはロー
ドマップを通
じて軽減

ビジネスケースの構築:脱炭素化に向けてのロードマップで
リスク軽減の可能性を定量化

BAU＝business as usual



移行リスクは、ネットゼロでレジリエンスを高めるためにどの程度の
変化が必要かを調査することで管理する。
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技術革新

生産プロセスと
原材料の革新

低炭素技術の
ファイナンス

グロス
リスク

ネット
リスク

即時のアクショ
ン

直接排出とエネ
ルギー消費を削
減

製品とサービス
のシフト

ソリューション
の一部である製
品とサービスへ
の移行、循環性
を探求する

低炭素製品・
サービスのファ
イナンス

第三者とのエン
ゲージメント

サプライヤー、
物流、顧客、政
府との連携

削減が困難なセ
クターへの移行
資金の提供

モニタリングと適
応

リスクのある地域
から早期に、かつ
費用対効果の高い
方法で回避

リスクを冒して投
資の価格を再設定



例:ITVの移行計画
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野心的な長期と短期の目標を
設定

ITV（Independent Television：

独立テレビジョン）は、イギリ
スの「ITVネットワーク・リミ
テッド（ITV Network 
Limited）」が運営する民間放
送ネットワーク。



例:ITVの移行計画
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バリューチェーン全体にわ
たって、目標を達成するため
の具体的なアクションを開示

中心業務

ITVのスタジオ業務



例:ITVの移行計画
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イノベーションが目
標の達成と移行リス
クの軽減にどのよう
に役立つかをマッピ

ング



例:ITVの移行計画
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物理的な気候リスク対応
に必要な行動についても

検討
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例:洋上風力発電業界の脱炭素化



洋上風力発電業界における持続可能性の課題
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サプライチェーンの炭素排出量

＊基準の設定 ＊排出量のマッピング ＊グリーンマ
テリアルの生産

建設および設置の炭素排出量
＊洋上風力発電サポート船の排出量(オフショア) 
＊輸送排出量(陸上)

将来の動向に対する不確実性

＊サステナビリティがコストに与える影響 ＊気候変動の
影響 ＊将来のサイトのGHG排出量のマッピング

循環型経済

＊各種部品・資材のリサイクル ＊さまざまなコンポーネ
ント/アセットの再利用 ＊サイトの再生/再活用

Carbon Trustは、コラボレーションを通じて業界の脱炭素化に向けての取り組みを加速させる。



洋上風力のサステナビリテイを対象
としたJoint Industry Programme
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• JIP は開発業者が資金提供し主導する共同研究プロ

グラムで、将来の洋上風力業界全体の発展のため着
床式および浮体式のプロジェクトで脱炭素化アク
ションを加速する。

• サステナビリティに関して、洋上風力業界が一体と
なって目標設定や、動機付けを行い、より広範な領
域に影響を与えるのに役立。

• 実績のある信頼性の高いカーボントラストJIPモデル

を使用して、アドバイザリーグループや専門家パネ
ルを通じて関連するすべてのイニシアチブや関係者
と連絡を取り、ライセンス機関や規制当局を含む業
界全体のシフトを可能にする。

• ネットゼロに向けての洋上風力業界の移行を支援
し、洋上風力における炭素削減ソリューションの展
開を加速する。

目的と構造

SUS JIP Steering Committee 

OWLiD Project Delivery 

Programme management

Stakeholders
• Government bodies
• Industry associations
• Regulators/licensing bodies
• Academic institutes



業界全体として各工程での排出の割合、そこに削減の機会がある
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Emissions across the offshore wind value chain

Siemens Gamesa Renewable Energy, EPD SG 8.0-167 DD

https://www.siemensgamesa.com/en-int/-/media/siemensgamesa/downloads/en/sustainability/environment/siemens-gamesa-environmental-product-declaration-epd-sg-8-0-167.pdf
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排出源分類別の脱炭素化の道筋*

*Based on Siemens’ SG 8.0-167 DD EPD. The 
decarbonisation of the components shaded in grey have 
not been evaluated within the scope of this work. 

92% reduction in  
identified 
material/activity 
emissions

洋上風力移行計画の道筋は、ネットゼロは業界全体の行動を通じ
て達成可能であることを示す。
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例:洋上風力発電の脱炭素化手段としての
循環型経済モデル



リニア経済モデル（平面的一歩通行の消費モデル）

新規採取原材料 部品製造 製品製造 サービス 最終消費者A 廃棄

Manufacturing steps; losses

製品の量に依存した価値創造、新規取得資源・
原材料の投入/抽出に関連

‘Take’ ‘Make’ ‘Use’ ‘Lose’

Sales Consumption

シングルユースの考え方

全てを所有し続けることのコスト
に対しての考慮や可視性がない

ライフサイクル視点での影
響の考慮がない

Final lossExtraction

www.carbontrust.com



リコンディショニング

循環型経済は、システム内の製品・部品や原材料を循環させ
その価値を維持させる

Source: Carbon Trust, R2Pi/EU Horizon2020

部品製造 製品製造 サービス 最終消費者A

再生可能素
材の代替

サーキュ
ラーソーシ
ング 副産物の転用

間接的
関与

直接/共生

オープン
ループ

Different value chain

原材料の二次利用市場

クローズド
ループ

リソースの
回復

最終消費者B

アクセス

パフォーマンス

再製造

新規採取原材料

www.carbontrust.com



洋上風力バリューチェーンにおける循環性

25

運用と保守

廃棄及び撤去

開発と構築

• 鉄鋼製品(鉄塔、下
部構造、ナセル)

• 複合材料(ブレード)

• セメント(基礎)

• 高価値金属および希
土類金属(発電機)

マテリアル投入

マテリアル出力

エネルギー投入

マテリアル出力

発電量と歩留

マテリアル投入

エネルギー投入
• 操作
• 修繕
• 交換

• 修繕
• 交換

ゼロカーボ
ン生産工程

リサイクル
素材

材料代替 構造および
コンポーネ
ント設計

再生と再利用

再生と再利用

生産性

ゼロカーボン
運転
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例:ICT業界の脱炭素化手段としての
循環型経済モデル
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世界中で6,200万トンの電子

部品の廃棄物が発生してい
る。

そのうちの22%は正式に回

収され、リサイクルされて
いる。

世界で破棄されている電子
部品に含まれる金属の推定
価値は910億ドル。

Source: The Global E-Waste Monitor 2024
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Mobile industry emissions by scope Scope 3 breakdown

Source: Carbon Trust, GSMA 
Achieving Climate Targets guide

モバイルフォンセクターでは、バリューチェーン排出量の約60%が
サプライチェーンからの剤サービス供給と販売された製品の使用に
起因している

https://www.gsma.com/betterfuture/wp-content/uploads/2023/09/Achieving-Climate-Targets-Guide.pdf


モバイルデバイスの場合、原材料と生産はライフサイクル排出量
の80%以上を占める可能性がある

Materials Production Transport Use Phase End of life

製品ライフサイクルのカーボンフットプリント境界 – 1 回限りの使用フェーズを持つデバイス
デバイスのライフサイクル排出量の

分布
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モバイルセクターは、いくつかの循環モデルを適用できる

Source: Carbon Trust, R2Pi/EU Horizon2020
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再調整による再生で、モバイルデバイスに関連するスコープ3の
排出量を50〜90%削減できる

-50%

-90%

31



循環型経済モデルの導入
と、よりサステナブルな
製品設計は、このセク
ターが気候目標を達成す
るために最も重要な視点
と言える。

32Source: Carbon Trust, GSMA 
Achieving Climate Targets guide

https://www.gsma.com/betterfuture/wp-content/uploads/2023/09/Achieving-Climate-Targets-Guide.pdf
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結論



循環型経済モデルのイノベーションは、移行計画とその実行において
重要な要素

34

1. 分析 2. 戦略 3. 計画 4. 実行



各業態でネットゼロを目指す道筋は様々なるも、目指すべきマイ
ルストーンは共通

35

ハイレベルな
フィージビリ
ティ

Science-based 

Targets

業界全体での
共同体制構築

調達戦略 バリュー
チェーンを超
えての排出削
減戦略 

スコープ1&2 

フットプリント
スコープ3の
フットプリント

社内研修

ボードメンバー
研修

ネットゼロ
ロードマップ

事業移行
計画

ネットゼロ
のビジョン

サプライチェーン
の改革と一体化

循環型経済
モデル導入
戦略

主要製品ライ
ンのPCF

サプライヤー
固有のフット
プリント算定

気候変動の
リスクと機会

ターゲット設定
とその実現可能
性検証

＊PCF＝Product Carbon Footprint



概要

36

• 移行計画は、ESGコンプライアンスを事業
戦略に変える機会

• シナリオ分析を使用して、気候関連のリ
スクと機会を評価し、脱炭素化のビジネ
スケースを作成する

• 脱炭素化は、企業経営において、リスクの
軽減と機会の拡大をもたらす

• コラボレーションとエンゲージメントが
ネットゼロ達成の鍵
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